
)ブラステリクホ"卜とビートボントIてよる育苗比較5X燃

2)運敝用コンテナーの現地テスト

5 )時期州・代我試弦の弗始

4 )弛林作・方式の案出

なおこんごの硏究の進め方として

(1) プラスチブクポノトは鉢付苗の生長を妨げる怖れはないので.背苗法と汝林法の哭用 

化試!涣への移行をはかる必要・ある。

(2) このためまず時朗別檀裁試缺を行ない.指林時朗の拡大をI 土”、ることが可能か否かを 

確める必垣がある。

⑶ やや規模を大きくしたばあいの"苗および造林上の岡題点を摘出することが必疹であ

る。
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13国有林苗畑における線虫被害の実硬調資および疏余
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2 試驶白取

旧有林帝畑花おける糅虫裱害の央頰,加邸虫の卷:類•生理・枝言と琪境との畔を明らか 

にし.架剤おxび育苗手法による防除方法をは立する。

3 暗あ4 2年度の経也とえられた給果

A )これまで北瀬5局および专殃・秋田・摘知各営林局修内苗加における線虫技害の実應 

尼ついては,本芻:Iたは各支埠に送付依頼された,試料忙よる干備的左能・査がされたのみで 

未洲査の苗畑が多かった。4 2站度以これら営林局賞内苗畑に垂点宝おさ.第1妥に示す 

合計6 4茁加Kついて酒査をおこなった。

策1表 昭和4 2年度性烬延した竹林同別苗炯四

営林伺名 営林孚数 尚畑 » 調表点故

札供 5 7 2 4

西館 1 1 5

曹森 11 11 4 3

次田 4 4 1 4
大阪・ 3 〇 5 7 1 7 〇

高知 4 4 2 8

合計 5 5 6 A 2 8 2

この都食の結果.次の点が明らかとなった。

1)札喫およぴ泡営林局费内で性,大多澈の狀料からキタネクサレセンチュウが傑山



され•この線虫か燈も恂您て・ある。生"密煲は他の地域で報告されたものより低いか 

線农の砲によると思われる苗木の生宥降害はしばしば徳められ1とくにカラマツの 

場合に新若である。

2 ),肯張および秋田営林財皆内では調査した全苗刼からキタネグサレ七ンチュウか愤出 

され按!9う、ら2.0 〇 〇煩以上帳出されたものが4㈣あった。これらの加客樹伍はす 

ベてスギであって,全族的时生な密度はアカマツ・カラマツにくらべてスギ涂成灿で 

离い。この他の械虫としてれ,ユミハリセンチュウが密度は低いが広く分為している 

ことが誌められた。

K ) 大阪営林局笛内では•大多数の苗刼からネクサレセンチュウが,また半数以上の苗

塘からインユク七ンチュウとユミハリセンチュウが株出された。これらの想虫の検出 

湖度およひ生邑為既とも網.ビノキよりスギ苗で〇た。

A )商先熊林局'律内で疑出されたおもな鮑！はネクサレセンチュウ•ラセンセンヂュウ 

およびユミハリセンチュウであった。これらの彿虫の生口密度は一般g氏かったが. 

これは夏季の乾煥によるものと考えられる.この舗向は神本営林部首内の调究でも器 

められ・生頂・密度は例;年仔くらべてがなり低コ、った。

B ) 輔!虫の寄生程摩と菊木の被害との脾保を明らか忆するため•カラマツおよびヒノキに対 

して初期密奩をかえてネグサレセンチュウを接役し,その後の苗木の生育状您セ諏究しに、, 

その結梁・カラマツ搖??苗では廿当り5.0 0 0毋|以上接技で伉伏枯死がおこり•とくに3 

°・〇 〇 〇頭按薛区では発芽1か月後に全萌次が倒伏した。1.0 〇 〇および2.5 0 〇頭接椀 

区では倒伏枯死は組めなかったが•発芽5 〇 B後にすでに根の伸艮が悪くなり7 〇日後に 

は葉に異常が認められた「ビノキ诂穂苗の垛合には扌硏て・8〜10月花枯死苗を生じた,

C )温渤てよる内部寄您線虫の防除効果について試淡し,5 Ct . 7分以上の根の殴狀にょ 

リネダサレセンチ,ウが死滅することを4知、めたか.この処沖ではスギ苗も变巖枯死する 

ので・尚湯のみPCよる処理では跖條てーきないことが明ら"、となった.なお.4 0'C . 3 〇 

分の浸漬によっては殺必虫効果は不充分であ〇た。

クロ ールピクリンおよぴD H CP削の防除炒染を明らかにするため,述年施用(。〕.

4 2年施用)とく1亦のみ珞用した埸合の比敦#始こなった。その結采.クロールピク 

リン朔年徳用では肯木の生も、は良好であったが•4 2年無旅用区て・は.立枯病の発生も多 

く最も苗木の生育が不!!であった。 <

4 地ネ‘ 4 3年屈の訊埃計画

1) 未即査苗畑の実頭制爽を継続する.とくに.4 2牟•度より水格的®查に落手した北海 

過5匕汕よぴ声联・秋田・高知各営加“帑内苗・協を雳A紬Hて調査する。

2) 主安線虫,とくにネグ卄レセンチュウの寄生妙i加害性を切ら小にするため,伊那別 

および土性別に臨けを進めEだ.彳•クナレセンチュウの季墙的?71長在をか均,その 

生姻と技害との関歩について解折あ•行なう・

3) 秋まきい加合のあ剤防除法を兑出すため,佇径襲剤の慝樑虫劾果および地^と殺斂虫 

剤の防除効果について依由を行なう。

&)峋埋約おける转虫による・成供について.予備的做育をおこたう.,


